資料１

第１回策定委員会指摘事項
	項番
	項目
	対応

	1
	＜高齢者居住安定確保計画について＞

· 高齢者居住安定確保計画の中で議論するとこと、住生活基本計画の中で議論することは、しっかり分けられているのか（本木委員）
	· 高齢者問題に関して、住生活基本計画と高齢者居住安定確保計画の区別はしない。連携しながら進めていく。

	2
	＜現状と課題について＞

· 文章から、課題という部分が読み取れない。議論をしていく上で、問題の方向性は会議で共有できるような表現にしなければいけない（本木委員）
	· 現状の再整理を行い、改めて問題・課題について整理する。

	3
	＜計画指標について＞

· 政策と指標との因果関係についての分析がないと、次の計画を立てる参考にならない（新目委員）
	· 今後、因果関係が明確になるような指標を設定する。

	4
	＜マンションについて＞

· マンションの耐震基準あるいは建替えについて、今後どのようにそれを求めていくのか（高橋委員）
· 理事会は、圧倒的に知識量が不足しており、マンション管理士会のセミナーを増やしてほしい（谷口委員）
· 市がマンション管理組合協議会を支援するということは今後必要となると思う（委員長）
· マンション管理推進条例を作っている自治体もある。船橋市で必要かどうか議論していただきたい（委員長）
· アンケートに回答のない管理不全のマンションをどうするか、テーマの一つに加えてほしい（新目委員）
· 政策を展開するときに、分譲と賃貸ではやり方が違う（新目委員）
	・　マンション管理士派遣事業を周知・推進し、マンション管理のソフト面への対応を行っていく。また、具体的な施策に関して検討する。
※参考
マンション管理無料相談実績
H24　24件

H25　21件

H26　24件

H27　 8件（7月末現在）
マンション管理士派遣実績

H26　 1件

H27　 1件（7月末現在）

	5
	＜空き家問題について＞

· 空き家問題、特別措置法との関係は、現状と課題の中で入ってこないといけないはずなのに入っていない。市民安全推進課との連携が必要（本木委員）
· 住宅ストックの質の向上の中に、戸建ての適正な管理、活用なども、テーマとして含まれると思う（委員長）
· 有効活用という視点からだけ議論していては、片手落ちになりがち。（本木委員）
· 活用については、法令上の問題もあるが、船橋市が何らかの対処をすれば乗り越えられる可能性もある。迷惑空き家対策についても紹介していただいて、議論したい（委員長）
· 新聞屋など地域を把握しているところに問い合わせをするなど、早急に実態調査をすべき（高橋委員）
· 空き家の実態調査について、是非検討いただきたい（委員長）
	· 市民安全推進課と連携を図り、空き家の管理・活用について、検討する。実態調査に関しては、実施に向けて検討中。


	6
	＜既存ストックの質の向上について＞

· 他の市町村では改修について、色々な業界と話し合って進めているところもある。住宅ストックの改修をするのであれば、きっちりとした目標をつくっていかないと、言葉だけで終わってしまう（高橋委員）
	· 増改築や、リフォームなどの改修を促進する。因果関係が明確になるような指標を設定する。


	7
	＜細街路について＞
· 道路が、防災の面でも安全に確保されるということが非常に重要（椿委員）
· 細街路をむしろコミュニティ道路にして、車をどうコントロールするか、ちょっと違う発想で考える（副委員長）
	· 密集市街地対策の一つとして検討する。


	8
	＜計画の具体性について＞
· 習志野市で住生活基本計画を作成するのと同時並行で、親元近居住宅取得促進助成というものが制度化された。URでも近居の制度を拡充する。そのような制度を作る形で動けば、少し具体的な取り組みになると思うので、ご検討いただければ（山田委員）
	· 基本目標が固まった段階で、現実的な施策の一つとして検討する。


1

